
電話

（第 4 章）

（第 5 節）

（第　 1

②

活動指標③

助成目標数

補助件数

300

9,000 9,000
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　下記事業に係る補助事業の実施。
　（１）「赤い羽根」ティーボール北の甲子園国際交流大会
　（２）北海道スキーマラソン
　（３）ＳａｐｐｏｒｏＯｐｅｎＹｕｋｉｇａｓｓｅｎ（平成１７年度まで）

　下記事業に係る補助事業の実施。
　（１）「赤い羽根」ティーボール北の甲子園国際交流大会
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根拠法令等

１　計　画　（プラン）

北広島市スポーツ活動補助金交付規則

平成19年6月

北広島市内において市民を対象として、スポーツの普及振興事業を積極的に計画又
は実施している団体

　北広島市内において市民を対象として、スポーツの普及振興事業を積極的に計画又
は実施している団体が実施するスポーツ大会等の事業に対して、その事業費の一部を
補助することにより、市民のスポーツ活動の参加機会を拡充し、もって生涯学習の振興
を図る。

700

作成日

スポーツとレクリエーション

890

課長職名事務区分

豊かな心と個性ある文化をはぐくむまち

部長職名■自治事務　　□法定受託事務　 川幡博行

　事務事業開始年度

　〃 終了予定年度

山田隆二

48-4 作成部署 生涯学習部体育課
スポーツ団体活動費助成事
業

事務事業名

　平成19年度事務事業評価調書（継続用）　　　　 北広島市

生涯スポーツ・レクリエーション活動の振興

上位施策との関
連（総合計画での
位置付け）

施策）

章

別紙１

Ｓ６１

整理番号

直接事業費

700

地方債

一般財源

1,200

国支出金

0

300

7,0007,000

12 1

9,290

3 2

活動指標
（事務事業の
活動量や実

績）

100

件

人

3活動指標①

8,037

件

0

100

1

0

790

0.01

9,000

390

【事務事業を評価する指標（ものさし）】

指　標　名
17年度

指　　　　　標　　　　　値

18年度単位 20年度（目標）19年度（目標）

２　実　施　（ドゥ）

　総　事　業　費 ①＋④ 1,290 790

区　　　　分

人 　件 　費
（概算）

道支出金

①合　計

活動指標②

その他特財 700

19年度（予算） 20年度（予定）18年度（決算）

（単位：千円）【事業費の推移】

③１人当り年間平均人件費

④＝②×③ 9090 90

②人　数（年間）

9,000

成果指標
（目的の達成
度を測るもの

さし）

【指標の定義（算式等）】

目標人数／参加人数

【指標の定義（算式等）】

成果指標① 助成目標達成率

補助大会参加者総数

100％

1

100
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■

□

□

□

□拡大重点化
□現状継続
□見直し
□統合
□休・廃止
□終了 ■見直し

□統合
□休・廃止

見直し

４　総合判定と今後の方向性（アクション）

　補助金交付の終期を含めて補助基準など制度全体を見直すこと。

□現状継続
■見直し

【１次評価】

事務事業担当部局の
総合判定

今後の方向性

□統合

今後の方向性

前年度の
２次評価

・投入した予算や人員に見合った効果が得られているか
（費用対効果の度合）
・効率的な方法で実施しているか（同じ経費でもっと効率
的な方法はないか）

民間等での実施または市民等との協働の可能性はない。

　　　□有　　　　　■無

　全道規模の大会を行政が主催し行なうことは可能だ
が、団体等が主催するスポーツ大会へ補助する方法
は最も効率的である。

・受益者負担は適正か
・当該事業による利益が、特定の個人や団体に偏ってい
ないか。

　大会規模に応じた補助限度額を定めており、その他
の経費は主催団体で調達することとなり、受益者負担
は妥当である。

評点区分 　４　適切（十分）　　３　概ね適切（十分）　　２　改善の余地がある　　１　不適切（不十分）　　－　該当なし

効
率
性

外部評価委
員会の総合

判定

□休・廃止
□終了

【２次評価】

□終了

□拡大重点化

行財政構造改革推進
本部の総合判定

□拡大重点化
□現状継続

今後の方向性

今後の方向性（課題と解決方法等）

　判　　　　定

3

法律で実施が義務付けられている事務事業か

【外部評価】

[※参考]

3

　市民のスポーツ活動の機会の拡充は、市民の健康･
体力づくり･生きがい探しに大きく寄与しており、行政が
実施すべきであるが、今後は補助基準、補助事業の
終期等を含めた制度全体の見直しを検討する。

　一次評価のとおり。

整理番号 48-4

・市民や社会の要求に合致しているか。
・上位施策を達成するために必要な事務事業か（目的妥
当性の度合）
・行政が関与しなければならない事務事業か(公共性・公
益性の度合）

３　評　価　（チェック）

選択理由、説明等
評
点

チェック項目

・成果指標値から見て、目標の達成度はどの程度か（達
成度合）
・目的を達成するための手段（実施方法）は有効か（手段
有効度合）

3

　市民のスポーツ活動の振興や健康、体力づくりの機
会拡充は、本来行政が実施すべきものであるので、団
体への補助による関与は妥当である。

　行政が直接行なう事業には限界があり、市民の主体
的な活動を促進する観点からも、団体等が主催するス
ポーツ大会への事業補助は手段として妥当である。

妥
当
性

3

有
効
性

民間活力の
活用性評価
（事業担当部
局が評価）

民間等での実施または市民等との協働が可能である。

民間等で実施または協働して取り組むべきである。

現在一部民間等で実施している。または市民等と協働して実施している。

公
平
性
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補助・交付金の対象経費（項目）
大会事業費（食糧
費・予備費除く）

大会事業費（食糧
費・予備費除く）

大会事業費（食糧
費・予備費除く）

■事業費のみに充当

繰越金 収入（Ｂ）－支出（Ｃ） 0 0 0

交付先の名称及
び代表者名

構成員（団体）数 （１９年３月末現在）５０人

6,791

□運営費のみに充当

#DIV/0!

設立年 平成７年

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書　　　
整理番号 48-4

□運営費・事業費の双方に充当
補助金等の充当
状況（18年度）

事務局の状況
（18年度）

対象経費に対する補助・交付金の割合
　(Ａ)÷(Ｄ)

4 ％ 6

補助・交付金の算出根拠

全体支出に対する本市補助・交付金の割
合(A)÷(Ｃ)

　補助対象経費の3分の2以内とし、下記に定める額の範囲内とする。
・北広島市体育協会に加盟の団体が主催又は共催して行う事業で、市若しくは教育委員会と主催又は共催できるもの
・その他教育長が特に必要と認めた事業
10万円
・(財)北海道体育協会若しくはこれに加盟する競技団体が主催又は共催して行う事業で、市若しくは教育委員会と主催

％％

6,791 5,150

4 ％ 6 ％ #DIV/0! ％

0

別紙３ 　　　　　　　　　　　　　　　　  付　表　　　　　　

【交付先団体等の概要】

補助金･交付金
名

北広島市スポーツ活動補助金

「赤い羽根」ティーボール北の甲子園国際交流大会実行委員会　会長　宮北健一郎

18年度（決算）

5,173

0

344 362

5,173

5,060 3,334

1,387 1,477

828

広報事務局費

　　　　収　入　合　計（Ｂ）

自己資金

繰越金

大会運営費

競技運営費

6,791

3,000

【交付先団体等の決算･予算の状況】

収　　入

その他補助金

本市補助・交付金の額 （Ａ）

道補助金

19年度（予算）

300

（単位：千円）

寄附金

2,400

17年度（決算）区　　　　分

1,645

300

1,800

816

875

補助・交付金の対象経費（金額）（Ｄ）

交付先団体等の
活動目的

交付先団体等の
活動内容

　知的障害者・障害者・健常者のスポーツ振興と国際交流を図ることにより、福祉活動や国際理
解を深め世界平和を希求し、友愛の輪を広げることを目的とする。

「赤い羽根」ティーボール北の甲子園国際交流大会の開催
・日　　　時　平成１８年１１月　５日
・場　　　所　札幌ドーム（札幌市豊平区羊ケ丘１番地）
・参加人員　７，０００人（参加者、運営ボランティ含む。）

■補助団体にある □市役所にある

支　　出

　　　　支　出　合　計（Ｃ）
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補助・交付金の対象経費（金額）（Ｄ）

交付先団体等の
活動目的

交付先団体等の
活動内容

　クロスカントリースキー大会の開催による市民及び道民への冬の体力づくりの場の提供

北海道スキーマラソン２００６の開催
(１)日　　　時　平成１８年１月２９日
(２)場　　　所　北広島市プリンスゴルフ場及び周辺特設コース
(３)参加人員　７８０人

■補助団体にある □市役所にある

支　　出

　　　　支　出　合　計（Ｃ）

1,397

613

役務費

1,575

9,155

委託費 7,566

（単位：千円）

協賛金

17年度（決算）区　　　　分

1,417

400

負担金

本市補助・交付金の額 （Ａ）

参加料

19年度（予算）

400

1,9682,106

【交付先団体等の決算･予算の状況】

収　　入

需用費

　　　　収　入　合　計（Ｂ）

繰越金

賃金・謝金・報償費

旅費

13,236

204 248

2,526 30

0

541 726

7,839

13,032

389

0

別紙３ 　　　　　　　　　　　　　　　　  付　表　　　　　　

【交付先団体等の概要】

補助金･交付金
名

北広島市スポーツ活動補助金

北海道歩くスキー協会　会長　今野吉博

18年度（決算）

3,785

#DIV/0! ％

％

2,957

12,623 12,654

3 ％ 3 ％

補助・交付金の算出根拠

使用料及び賃借料

その他

全体支出に対する本市補助・交付金の割
合(A)÷(Ｃ)

　補助対象経費の3分の2以内とし、下記に定める額の範囲内とする。
・北広島市体育協会に加盟の団体が主催又は共催して行う事業で、市若しくは教育委員会と主催又は共催できるもの
・その他教育長が特に必要と認めた事業
10万円
・(財)北海道体育協会若しくはこれに加盟する競技団体が主催又は共催して行う事業で、市若しくは教育委員会と主催

％
対象経費に対する補助・交付金の割合
　(Ａ)÷(Ｄ)

3 ％ 3 #DIV/0!

設立年 昭和４９年

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書　　　
整理番号 48-4

□運営費・事業費の双方に充当
補助金等の充当
状況（18年度）

事務局の状況
（18年度）

0

交付先の名称及
び代表者名

構成員（団体）数 （１９年３月末現在）約５００人

13,236

221

□運営費のみに充当

繰越金 収入（Ｂ）－支出（Ｃ） 0 -9,247

補助・交付金の対象経費（項目）
事業費（食糧費・予

備費除く）
事業費（食糧費・

予備費除く）

■事業費のみに充当

1,011
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